
別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平
成
二
十
二
年

年
〇
パ
ー
セ
ン
ト

第
十
二
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平
成
二
十
二
年

年
マ
イ
ナ
ス
六
・
八
三
パ
ー
セ
ン
ト

平成™˜年˜™月™Ÿ日 月曜日 (号外第™��号)官 報

は
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
等
の
適
用
に

よ
り
現
に
短
縮
さ
れ
た
時
間
の
総
和
に
相
当

す
る
日
数
を
日
割
り
で
算
定
対
象
期
間
か
ら

控
除
す
る
こ
と
等
専
ら
当
該
育
児
休
業
等
に

よ
り
労
務
を
提
供
し
な
か
っ
た
期
間
は
働
か

な
か
っ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
、

不
利
益
な
取
扱
い
に
は
該
当
し
な
い
。一
方
、

休
業
期
間
、
休
暇
を
取
得
し
た
日
数
又
は
所

定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
等
の
適
用
に
よ
り

現
に
短
縮
さ
れ
た
時
間
の
総
和
に
相
当
す
る

日
数
を
超
え
て
働
か
な
か
っ
た
も
の
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
は
、
_

チ
の
「
不
利
益
な
算

定
を
行
う
こ
と
」
に
該
当
す
る
こ
と
。

ô

実
際
に
は
労
務
の
不
提
供
が
生
じ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
等
の
申
出

等
を
し
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
賃
金
又
は

賞
与
若
し
く
は
退
職
金
を
減
額
す
る
こ
と
。

ニ

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
_

リ
の
「
昇
進
・

昇
格
の
人
事
考
課
に
お
い
て
不
利
益
な
評
価
を

行
う
こ
と
」
に
該
当
す
る
こ
と
。

Ë

育
児
休
業
又
は
介
護
休
業
を
し
た
労
働
者

に
つ
い
て
、
休
業
期
間
を
超
え
る
一
定
期
間

昇
進
・
昇
格
の
選
考
対
象
と
し
な
い
人
事
評

価
制
度
と
す
る
こ
と
。

ô

実
際
に
は
労
務
の
不
提
供
が
生
じ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
休
業
等
の
申
出

等
を
し
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
当
該
育
児

休
業
等
の
申
出
等
を
し
て
い
な
い
者
よ
り
も

不
利
に
評
価
す
る
こ
と
。

ホ

配
置
の
変
更
が
不
利
益
な
取
扱
い
に
該
当
す

る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
配
置
の
変
更
前
後
の

賃
金
そ
の
他
の
労
働
条
件
、
通
勤
事
情
、
当
人

の
将
来
に
及
ぼ
す
影
響
等
諸
般
の
事
情
に
つ
い

て
総
合
的
に
比
較
考
量
の
上
、
判
断
す
べ
き
も

の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
通
常
の
人
事
異
動
の

ル
ー
ル
か
ら
は
十
分
に
説
明
で
き
な
い
職
務
又

は
就
業
の
場
所
の
変
更
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

当
該
労
働
者
に
相
当
程
度
経
済
的
又
は
精
神
的

な
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
、
_

ヌ
の「
不

利
益
な
配
置
の
変
更
を
行
う
こ
と
」
に
該
当
す

る
こ
と
。
ま
た
、
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置

の
適
用
に
つ
い
て
、
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る

業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
を
、
当
該
措
置
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
の
申
出
を
し
た
日
か
ら
適
用

終
了
予
定
日
ま
で
の
間
に
、
労
使
協
定
に
よ
り

当
該
措
置
を
講
じ
な
い
も
の
と
し
て
い
る
業
務

に
転
換
さ
せ
る
こ
と
は
_

ヌ
の
「
不
利
益
な
配

置
の
変
更
を
行
う
こ
と
」
に
該
当
す
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
。

ヘ

業
務
に
従
事
さ
せ
な
い
、
専
ら
雑
務
に
従
事

さ
せ
る
等
の
行
為
は
、
_

ル
の
「
就
業
環
境
を

害
す
る
こ
と
」
に
該
当
す
る
こ
と
。

十
二

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各

号
に
定
め
る
制
度
又
は
措
置
に
準
じ
て
、
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
の
事
項

当
該
措
置
の
適
用
を
受
け
る
か
ど
う
か
は
、
労
働

者
の
選
択
に
任
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
三

法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
介
護

休
業
の
制
度
又
は
法
第
二
十
三
条
第
三
項
に
定
め
る

措
置
に
準
じ
て
、
そ
の
介
護
を
必
要
と
す
る
期
間
、

回
数
等
に
配
慮
し
た
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
に
当

た
っ
て
の
事
項

^

当
該
措
置
の
適
用
を
受
け
る
か
ど
う
か
は
、
労

働
者
の
選
択
に
任
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
。

_

次
の
事
項
に
留
意
し
つ
つ
、
企
業
の
雇
用
管
理

等
に
伴
う
負
担
と
の
調
和
を
勘
案
し
、
必
要
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る

こ
と
に
配
慮
す
る
こ
と
。

イ

当
該
労
働
者
が
介
護
す
る
家
族
の
発
症
か
ら

そ
の
症
状
が
安
定
期
に
な
る
ま
で
の
期
間
又
は

介
護
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
ま
で
の
期
間
が
、
九
十
三
日
か
ら
法
第
十

一
条
第
二
項
第
二
号
の
介
護
休
業
等
日
数
を
差

し
引
い
た
日
数
の
期
間
を
超
え
る
場
合
が
あ
る

こ
と
。

ロ

当
該
労
働
者
が
し
た
介
護
休
業
又
は
当
該
労

働
者
に
関
し
て
事
業
主
が
講
じ
た
法
第
二
十
三

条
第
二
項
に
定
め
る
措
置
に
よ
り
法
第
十
一
条

第
二
項
第
二
号
の
介
護
休
業
等
日
数
が
九
十
三

日
に
達
し
て
い
る
対
象
家
族
に
つ
い
て
も
、
再

び
当
該
労
働
者
に
よ
る
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。

ハ

対
象
家
族
以
外
の
家
族
に
つ
い
て
も
、
他
に

近
親
の
家
族
が
い
な
い
場
合
等
当
該
労
働
者
が

介
護
を
す
る
必
要
性
が
高
い
場
合
が
あ
る
こ

と
。

ニ

要
介
護
状
態
に
な
い
家
族
を
介
護
す
る
労
働

者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
家
族
の
介
護
の
た
め
就

業
が
困
難
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。

ホ

当
該
労
働
者
が
家
族
を
介
護
す
る
必
要
性
の

程
度
が
変
化
す
る
こ
と
に
対
応
し
、
制
度
の
弾

力
的
な
利
用
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

場
合
が
あ
る
こ
と
。

十
四

法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
す

る
労
働
者
の
配
置
の
変
更
で
就
業
の
場
所
の
変
更
を

伴
う
も
の
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

労
働
者
の
子
の
養
育
又
は
家
族
の
介
護
の
状
況
に
配

慮
す
る
に
当
た
っ
て
の
事
項

配
慮
す
る
こ
と
の
内
容
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
当

該
労
働
者
の
子
の
養
育
又
は
家
族
の
介
護
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
、
労
働
者
本
人
の
意
向
を
し
ん
し
ゃ

く
す
る
こ
と
、
配
置
の
変
更
で
就
業
の
場
所
の
変
更

を
伴
う
も
の
を
し
た
場
合
の
子
の
養
育
又
は
家
族
の

介
護
の
代
替
手
段
の
有
無
の
確
認
を
行
う
こ
と
等
が

あ
る
こ
と
。

十
五

派
遣
労
働
者
と
し
て
就
業
す
る
者
に
関
す
る
事

項
派
遣
労
働
者
と
し
て
就
業
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

労
働
契
約
関
係
は
派
遣
元
と
派
遣
労
働
者
と
の
間
に

あ
る
た
め
、
派
遣
元
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
法

の
規
定
に
基
づ
く
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
責
任
が
あ

る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

附

則

（
適
用
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
か
ら
適

用
す
る
。

（
常
時
百
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
等
に

関
す
る
暫
定
措
置
）

２

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行

う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び
雇
用
保
険
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十

五
号
）
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
事
業
主
及
び
当
該
事

業
主
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
こ
の
告
示
に
よ

る
改
正
後
の
告
示
第
二
の
二
（
介
護
休
暇
に
関
す
る
部

分
に
限
る
。）、
第
二
の
三
、
第
二
の
九
、
第
二
の
十
、

第
二
の
十
一
（
介
護
休
暇
に
関
す
る
部
分
、
所
定
外
労

働
の
制
限
に
関
す
る
部
分
及
び
所
定
労
働
時
間
の
短
縮

措
置
等
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
の
十
二
及
び

第
二
の
十
三
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
こ
の
告
示
に
よ
る

改
正
前
の
告
示
第
二
の
九
か
ら
十
一
ま
で
の
規
定
は
、

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
号

理
容
師
養
成
施
設
指
定
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第

五
号
）
第
四
条
第
一
項
第
三
号
ホ
及
び
美
容
師
養
成
施
設

指
定
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
三
条
第
一

項
第
三
号
ホ
の
規
定
に
基
づ
き
、
理
容
師
養
成
施
設
の
通

信
課
程
に
お
け
る
授
業
方
法
等
の
基
準
及
び
美
容
師
養
成

施
設
の
通
信
課
程
に
お
け
る
授
業
方
法
等
の
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
二
年

一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

理
容
師
養
成
施
設
の
通
信
課
程
に
お
け
る
授
業
方

法
等
の
基
準
及
び
美
容
師
養
成
施
設
の
通
信
課
程

に
お
け
る
授
業
方
法
等
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

（
理
容
師
養
成
施
設
の
通
信
課
程
に
お
け
る
授
業
方
法

等
の
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

理
容
師
養
成
施
設
の
通
信
課
程
に
お
け
る
授
業

方
法
等
の
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
の
三
中
「
一
回
の
日
数
は
、
五
日
以
上
と
し
、」

を
削
る
。

第
三
の
四
中
「
と
す
る
」
の
下
に
「
。
た
だ
し
、
理

容
師
養
成
施
設
指
定
規
則
第
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
同
時
授
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
教
育
上
支
障

の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
を
加
え
る
。

（
美
容
師
養
成
施
設
の
通
信
課
程
に
お
け
る
授
業
方
法

等
の
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

美
容
師
養
成
施
設
の
通
信
課
程
に
お
け
る
授
業

方
法
等
の
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
の
三
中
「
一
回
の
日
数
は
、
五
日
以
上
と
し
、」

を
削
る
。

第
三
の
四
中
「
と
す
る
」
の
下
に
「
。
た
だ
し
、
理

容
師
養
成
施
設
指
定
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
五

号
）
第
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
同
時
授
業
を
行

う
場
合
に
お
い
て
、
教
育
上
支
障
の
な
い
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
」
を
加
え
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
一
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
昭
和
五
十
年

労
働
省
告
示
第
八
号
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
賃
金
日
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
五
条
第
一
号
中
「
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
二
号

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
附
則
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
年
金

保
険
法
附
則
第
三
十
六
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
率
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
二
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
三
号

厚
生
年
金
基
金
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
年
金

保
険
法
第
八
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金
に
相
当
す
る
額
の
算
出
方
法
に
関
す
る
特
例
（
平
成
十
一
年
厚
生

省
告
示
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

˜œŸ
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